
【内容目標】三角関数の微分をマスターしよう。

□三角関数の導関数

加法定理　      

　導関数の定義より　  
 


    


　において，

　　　　    

　　　　　　　　　　　　　　　  

であるから　　　　
 


    



 
 

 









　　　　　ここで，
 


 


，

 




により

 だったらいいのにな

　和積の公式

  
 




 




を用いて

  
 


    




　　　　
 




   










　　　　
 

   















　　　　  

　　　　  
 


    


  

　よって　　　　　  

　次に，等式 



，

　 



 と合成関数の微分法から

　　　　　    






　　　　　　　　　　 


  






　　　　　　　　　　

　したがって　　　　  

　さらに，， の導関数を利用して， の導関数を求めよう。

 微分   そのまま   そのまま  微分　 


と商の導関数の公式から

　　　　   







      
 



　　三角関数の導関数

　　    　　    

　　   

 




 

 

  

微分は軸，軸を

時計回りに回転

　　　　　　　　    
 



 

　これらの結果をまとめると，次のようになる。
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例題３改）
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◎三角関数は「半角の公式」や「和積・積和の公式」で倍角に変換すると良い
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